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を選択した。C－Fosは痛み刺激に対する脊髄後角のニュー ロンの遺伝子発  
現の活性の指標として用いられており，痛み刺激に対する指標に選択した。  
脊髄後角を観療し、C－Fos陽性ニュー ロン数を調べた。  
＜研究3＞   
雄のICRマウス6週齢の右後肢足腑皮下に完全フロイントアジエバン  
ト液を注射後、基材で2％に希釈したジンジャー精油，ジンジャーセルエ   
キストラクトを塗布した。塗布前，塗布後1日臥 3日目にvonFrey試  
験，足腑の厚さのノギス測定を行った。  
【結果と考察】  




＜研究2＞   
コントロ ール群と比較したところ，ジンジャー精油群と基材群，コント  
ロール群と基材群の間に有意差を認めた。ジンジャー精油は2％濃度で痺  
痛刺激に対するc－Fos発現を有意に抑制することがわかった。  
＜研究3＞   
塗布後3日目においてジンジャー精油塗布群，ジンジャーセルエキスト  
ラクト塗布群共にコントロール群，基材塗布群と比しvonFrey試験、足腑  






る。   
